
(57)【要約】

【課題】　プラスチック製の枠に濾材に含浸させたオイ

ルが浸透し難く、またオイルが揮発することによるハイ

ドロカーボンも生じ難いフィルタエレメントを提供する

。

【解決手段】　フィルタエレメント１０は、濾材１と、

濾材１の周囲を囲むプラスチック製の枠２とを有する。

濾材１には、パラフィン成分が７０(mass)％以上、望ま

しくはパラフィン成分が８０(mass%)以上含まれるオイ

ルが塗布される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 燃 機 関 の 吸 気 経 路 に 配 置 さ れ て 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト で あ っ て 、
　 濾 材 と 、 濾 材 を 保 持 す る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 と を 有 し 、
　 前 記 濾 材 に は 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ７ ０ mass％ 以 上 の オ イ ル が 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ イ ル に は 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ８ ０ mass%以 上 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 オ イ ル は 、 蒸 留 、 合 成 、 精 製 等 に よ り 少 な く と も 低 分 子 量 成 分 が 取 り 去 ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 オ イ ル の 動 粘 度 (４ ０ ℃ )が ６ ０ mm 2 /sec以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 内 燃 機 関 の 吸 気 経 路 に 配 置 さ れ 、 濾 材 と 濾 材 を 保 持 す る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 と を 有 す る
フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 前 記 濾 材 に 塗 布 さ れ る オ イ ル で あ っ て 、
　 前 記 オ イ ル に は 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ７ ０ mass％ 以 上 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ
エ レ メ ン ト 用 オ イ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 オ イ ル に は 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ８ ０ mass％ 以 上 含 ま れ 、
　 前 記 オ イ ル は 、 蒸 留 、 合 成 、 精 製 等 に よ り 少 な く と も 低 分 子 量 成 分 が 取 り 去 ら れ 、
　 前 記 オ イ ル の 動 粘 度 (４ ０ ℃ )が ６ ０ mm 2 /sec以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記
載 の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 用 オ イ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 用 空 気 等 を 濾 過 す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 及 び フ ィ ル タ エ レ メ
ン ト 用 オ イ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 燃 機 関 の 吸 気 経 路 に は 、 燃 焼 用 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト が 配 置 さ れ る 。 フ
ィ ル タ エ レ メ ン ト に は 、 濾 材 と 濾 材 を 保 持 す る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 と か ら 構 成 さ れ る 。 従
来 か ら ダ ス ト の 捕 捉 性 能 を 上 げ る た め に 、 濾 材 に オ イ ル を 含 浸 さ せ た ウ ェ ッ ト タ イ プ の フ
ィ ル タ エ レ メ ン ト が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 １ 頁 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に は 含 浸 オ イ ル と し て ビ ス カ ス オ イ ル が 用 い ら れ 、 通 称 「 ビ ス カ ス タ イ プ 」 の フ
ィ ル タ エ レ メ ン ト と 呼 ば れ て い る 。 ビ ス カ ス タ イ プ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト は 、 オ イ ル を 含
浸 さ せ な い ド ラ イ タ イ プ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト に 比 較 す る と 寿 命 を 長 く で き る 特 長 が あ る
。 ビ ス カ ス タ イ プ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト で は 、 濾 材 表 面 の オ イ ル に ダ ス ト を 捕 捉 さ せ た 後
、 捕 捉 さ れ た ダ ス ト に さ ら に オ イ ル が 浸 透 す る こ と に よ っ て 、 ダ ス ト の 表 面 に 次 の ダ ス ト
を 捕 捉 す る 作 用 が 発 生 す る 。 ダ ス ト を 連 鎖 的 に 捕 捉 す る こ と が で き る た め 、 フ ィ ル タ エ レ
メ ン ト の 容 積 当 た り の 捕 捉 量 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ６ ３ － ２ ７ ７ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 濾 材 と プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 と は 常 に 接 触 し て い て い る の で 、 濾 材 に 含 浸
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さ れ た オ イ ル が オ イ ル の 多 い 濾 材 か ら オ イ ル の 少 な い 枠 内 に 浸 透 す る こ と が あ る 。 ま た 濾
材 に オ イ ル を 塗 布 す る 際 に 、 枠 に 塗 布 さ れ た オ イ ル が 枠 内 に 浸 透 し て い く こ と も あ る 。 枠
へ の オ イ ル の 浸 透 は 枠 の 膨 潤 、 す な わ ち 体 積 の 増 加 を 招 く の み な ら ず 、 濾 材 に 残 る オ イ ル
が 減 る の で フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 性 能 を も 変 え て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 濾 材 に 含 浸 さ れ た オ イ ル 、 又 は 枠 に 浸 透 し た オ イ ル が 揮 発 す る と 、 ハ イ ド ロ カ ー ボ
ン が 揮 発 す る こ と に な る の で 、 環 境 上 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 濾 材 に オ イ ル を 含 浸 さ せ た ウ ェ ッ ト タ イ プ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト に お
い て 、 オ イ ル が プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 に 浸 透 し 難 く 、 ま た オ イ ル が 揮 発 す る こ と に よ る ハ イ
ド ロ カ ー ボ ン も 生 じ 難 い フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 及 び フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 用 オ イ ル を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 オ イ ル に は 、 大 き く 分 け て ナ フ テ ン 成 分 、 ア ロ マ 成 分 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が 存 在 す る 。 本
発 明 者 は 、 ナ フ テ ン 成 分 は プ ラ ス チ ッ ク の 分 子 と 似 て い て 、 プ ラ ス チ ッ ク に 浸 透 し や す く
、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 を 膨 潤 さ せ や す い こ と を 知 見 し た 。 そ し て 、 ナ フ テ ン 成 分 が 少 な く
パ ラ フ ィ ン リ ッ チ に な る よ う に 成 分 を 調 整 し た オ イ ル を 、 具 体 的 に は パ ラ フ ィ ン 成 分 が ７
０ mass％ 以 上 、 好 ま し く は パ ラ フ ィ ン 成 分 が ８ ０ mass％ 以 上 含 ま れ る オ イ ル を 濾 材 に 塗 布
す る こ と に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 へ の オ イ ル の 浸 透 を 抑 制 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 吸 気 経 路 に 配 置 さ れ て 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ エ レ メ ン
ト で あ っ て 、 濾 材 と 、 濾 材 を 保 持 す る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 と を 有 し 、 前 記 濾 材 に は 、 パ ラ
フ ィ ン 成 分 が ７ ０ mass％ 以 上 、 望 ま し く は パ ラ フ ィ ン 成 分 が ８ ０ mass％ 以 上 含 ま れ る オ イ
ル が 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト に よ り 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 オ イ ル は 、 蒸 留 、 合 成 、 精 製 等 に よ り 少 な く と も 低 分 子 量 が 取 り 去 ら れ て い る の が
望 ま し い 。 低 分 子 量 の オ イ ル は 、 揮 発 し て ハ イ ド ロ カ ー ボ ン を 生 成 し や す い 。 パ ラ フ ィ ン
リ ッ チ の オ イ ル を ナ ロ ー カ ッ ト す る こ と で 、 濾 材 に 含 浸 さ れ た オ イ ル や プ ラ ス チ ッ ク 製 の
枠 に 浸 透 し た オ イ ル が 揮 発 し て ハ イ ド ロ カ ー ボ ン が 生 成 す る の を 抑 制 （ 所 謂 エ バ ポ 対 策 ）
す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ナ ロ ー カ ッ ト に よ り 低 分 子 量 成 分 と 高 分 子 量 成 分 の 両 方 が 取
り 除 か れ た 分 子 量 分 布 に な る こ と が 望 ま し い が 、 低 分 子 量 の み の カ ッ ト で も 充 分 な 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た オ イ ル の 動 粘 度 (４ ０ ℃ )を ６ ０ mm 2 /sec以 上 に す る こ と が 望 ま し い 。 一 般 に 油 を 含
浸 さ せ た ウ ェ ッ ト タ イ プ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト で は 、 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 容 積 当 た り の
ダ ス ト の 捕 捉 量 を 増 大 さ せ る こ と は で き る が 、 カ ー ボ ン 粒 子 を 効 率 よ く 捕 捉 す る こ と が で
き な い と い う 問 題 が あ る 。 オ イ ル の 動 粘 度 (４ ０ ℃ )を ６ ０ mm 2 /sec以 上 に す る こ と に よ り
、 カ ー ボ ン 粒 子 の 捕 捉 効 率 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 吸 気 経 路 に 配 置 さ れ 、 濾 材 と 濾 材 を 保 持 す る プ ラ ス チ ッ ク 製
の 枠 と を 有 す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 前 記 濾 材 に 塗 布 さ れ る オ イ ル で あ っ て 、 前 記 オ イ ル
に は 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ７ ０ mass％ 以 上 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 用
オ イ ル と し て も 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ナ フ テ ン 成 分 が 少 な く パ ラ フ ィ ン リ ッ チ に な る
よ う に 成 分 を 調 整 し た オ イ ル を 濾 材 に 塗 布 す る こ と に よ り 、 濾 材 か ら プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠
へ の オ イ ル の 浸 透 の 抑 制 、 及 び オ イ ル が 浸 透 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 の 膨 潤 ク ラ ッ ク 割 れ
を 大 幅 に 改 善 す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-167478 A 2004.6.17



【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 に よ る フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 実 施 形 態 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す フ ィ ル タ エ レ メ ン ト １ ０ は 、 折 り 曲 げ ら れ た 濾 材 １ と 、 矩 形 状 に 形 成 さ れ 、
濾 材 １ の 周 囲 を 囲 む プ ラ ス チ ッ ク 製 の 枠 ２ と か ら な る 。 濾 材 １ は そ の 周 辺 部 に お い て 枠 ２
に イ ン サ ー ト 成 型 さ れ 、 枠 ２ に 保 持 さ れ る 。 こ の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト １ ０ は 空 気 の 流 入 口
及 び 流 出 口 を 有 す る ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ 、 燃 焼 用 空 気 を 濾 過 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 濾 材 １ の 材 質 は 濾 紙 又 は 不 織 布 で あ る 。 一 方 、 枠 ２ の 材 質 は プ ラ ス チ ッ ク で あ る 。 プ ラ
ス チ ッ ク の う ち 、 オ イ ル を 吸 う 性 質 を 有 さ な い 熱 硬 化 性 樹 脂 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） な ど
は 対 象 外 で 除 か れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 熱 硬 化 性 樹 脂 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 以 外 の 、 オ
イ ル を 吸 う 性 質 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク 、 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ ア ミ ド （ ナ イ ロ ン ）
、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 、 Ａ Ｓ 樹 脂 、 ウ レ タ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 、 ゴ ム 、 Ｐ Ｅ Ｔ 、 Ｐ Ｖ
Ｄ を 枠 材 と し て 用 い て い る 。 こ れ ら の う ち 、 主 に 枠 材 と し て 用 い ら れ る の は 、 ポ リ プ ロ ピ
レ ン 、 ウ レ タ ン 、 エ ラ ス ト マ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 濾 材 １ に は 、 オ イ ル が 含 浸 さ れ て い る 。 濾 材 １ へ の オ イ ル の 塗 布 方 法 と し て は 、 例 え ば
ス プ レ ー 法 、 ロ ー ル 塗 工 法 （ ダ イ レ ク ト ロ ー ル 法 、 キ ス コ ー ト 法 等 ） 、 デ ィ ッ ピ ン グ 法 等
、 各 種 の 塗 工 法 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 塗 布 さ れ る オ イ ル に つ い て 詳 述 す る 。 オ イ ル に は 、 大 き く 分 け て ナ フ テ ン 成 分 （ す な わ
ち 、 原 油 に 存 在 す る シ ク ロ ペ ン タ ン (C 5 H 1 0 )、 シ ク ロ ヘ キ サ ン (C 6 H 1 2 )な ど を 基 幹 と す る シ
ク ロ パ ラ フ ィ ン 誘 導 体 ） と 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 （ す な わ ち 、 化 学 式 C n H 2 n + 2 、 飽 和 脂 肪 族 炭
化 水 素 の 系 列 ） と 、 少 量 の ア ロ マ 成 分 と が 存 在 す る 。 ビ ス カ ス オ イ ル で は 、 ナ フ テ ン 成 分
が ４ ０ mass％ 程 度 、 パ ラ フ ィ ン 成 分 が ６ ０ mass％ 程 度 含 ま れ る の が 一 般 的 で あ る 。 ナ フ テ
ン 成 分 は プ ラ ス チ ッ ク の 分 子 と 似 て い て 、 プ ラ ス チ ッ ク に 浸 透 し や す く 、 プ ラ ス チ ッ ク 製
の 枠 を 膨 潤 さ せ や す い 。 こ の た め 本 実 施 形 態 で は 、 パ ラ フ ィ ン リ ッ チ の オ イ ル を 、 具 体 的
に は パ ラ フ ィ ン 成 分 が ７ ０ mass％ 以 上 、 残 部 の ナ フ テ ン 成 分 と ア ロ マ 成 分 と の 合 計 が ３ ０
mass％ 以 下 の オ イ ル を 濾 材 に 塗 布 す る 。 よ り 好 ま し く は パ ラ フ ィ ン 成 分 が ９ ０ mass％ 以 上
、 残 部 の ナ フ テ ン 成 分 と ア ロ マ 成 分 と の 合 計 が １ ０ mass％ 以 下 の オ イ ル を 濾 材 に 塗 布 す る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 オ イ ル に は 、 動 物 質 、 植 物 質 、 鉱 物 質 、 合 成 品 が あ る 。 合 成 品 の オ イ ル の 場 合 に は パ ラ
フ ィ ン が 主 な 生 成 物 と な る 合 成 方 法 が 採 ら れ る 。 合 成 品 の オ イ ル を 使 用 す る 場 合 に は 、 例
え ば 約 １ ０ ０ ％ パ ラ フ ィ ン 成 分 の オ イ ル を 製 造 す る こ と も で き る 。 動 物 質 、 植 物 質 、 鉱 物
質 の オ イ ル の 場 合 に は 、 蒸 留 、 合 成 、 精 製 等 に よ り パ ラ フ ィ ン リ ッ チ の オ イ ル が 精 製 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の オ イ ル は 、 ナ ロ ー カ ッ ト 、 す な わ ち 蒸 留 、 合 成 、 精 製 等 に よ り 少 な く と も 低 分 子 量
成 分 が 取 り 去 ら れ て い る 。 低 分 子 量 成 分 の オ イ ル は 、 低 沸 点 な の で 、 揮 発 し て ハ イ ド ロ カ
ー ボ ン を 生 成 し や す い 。 オ イ ル を ナ ロ ー カ ッ ト す る こ と で 、 蒸 発 量 mass％ （ JIS C 2101の
試 験  150℃ × 72hr） を １ mass％ 以 下 に す る こ と が で き 、 濾 材 に 含 浸 さ れ た オ イ ル や プ ラ ス
チ ッ ク 製 の 枠 に 浸 透 し た オ イ ル が 揮 発 し て ハ イ ド ロ カ ー ボ ン が 生 成 さ れ る の を 抑 制 （ 所 謂
エ バ ポ 対 策 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は ナ ロ ー カ ッ ト し た オ イ ル の 分 子 量 と 分 布 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 オ イ ル を
ナ ロ ー カ ッ ト す る と 、 低 分 子 量 成 分 と 高 分 子 量 成 分 と が 取 り 去 ら れ る 。 オ イ ル の 平 均 分 子
量 は 大 き く な る 訳 で は な い が 、 均 一 な 分 子 量 の オ イ ル が 得 ら れ る の で 、 高 い 粘 度 指 数 の オ
イ ル が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 オ イ ル の 粘 度 は 、 カ ー ボ ン の 捕 捉 効 率 に 影 響 を 与 え 、 粘 度 が 大 き く な る と 、 カ ー ボ ン の
捕 捉 効 率 も 向 上 す る 。 オ イ ル の 動 粘 度 （ ４ ０ ℃ ） を ６ ０ mm 2 /sec以 上 に す る こ と で 、 カ ー
ボ ン の 捕 捉 効 率 も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で カ ー ボ ン の 捕 捉 効 率 は 、 以 下 の 数 式 で
表 せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 カ ー ボ ン 捕 捉 効 率 （ ％ ） ＝ フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の カ ー ボ ン 捕 捉 量 （ ｇ ） ／ （ フ ィ ル タ エ
レ メ ン ト の カ ー ボ ン 捕 捉 量 （ ｇ ） ＋ フ ィ ル タ エ レ メ ン ト を 透 過 す る カ ー ボ ン 量 （ ｇ ） ） ×
１ ０ ０
　 と こ ろ で 、 オ イ ル の 粘 度 を 大 き く す る 方 法 と し て 、 平 均 分 子 量 を 変 え ず に 、 増 粘 剤 （ す
な わ ち オ イ ル 用 の の り ） を 添 加 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し こ の 方 法 で は 、 見 か け 上 の
粘 度 は 大 き く な る が 、 低 分 子 量 成 分 が 含 ま れ る の で 、 低 分 子 量 成 分 の オ イ ル が 揮 発 し て ハ
イ ド ロ カ ー ボ ン が 生 成 さ れ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た オ イ ル の 粘 度 を 大 き く す る 方 法 と し て 、 は じ め か ら 平 均 分 子 量 の 大 き な オ イ ル を 使
用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し 、 平 均 分 子 量 を 大 き く し す ぎ る と （ す な わ ち オ イ ル の 粘
度 を 大 き く し す ぎ る と ） 、 カ ー ボ ン の 捕 捉 効 率 を 上 げ る こ と は で き る が 、 逆 に ダ ス ト の 捕
捉 量 を 大 き く す る こ と が で き な い と い う 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 ナ ロ ー カ ッ ト し た も の と 平
均 分 子 量 を 一 致 さ せ る と 、 低 分 子 量 成 分 が 多 く な る の で 、 や は り ハ イ ド ロ カ ー ボ ン が 生 成
さ れ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 上 記 実 施 形 態 で は 、 濾 材 １ を 折 り 曲 げ て 濾 材 １ の 実 質 的 な 面 積 を 増 大 さ せ て い る が
、 図 ３ （ ｃ ） の よ う に 濾 材 を 平 面 状 に 伸 ば し た 状 態 で 使 用 し て も よ い 。 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ
） は 上 記 図 １ と 同 様 に 、 濾 材 を 折 り 曲 げ て パ ネ ル 型 の フ ィ ル タ を 形 成 し た 例 を 示 し て い る
。 ま た 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） の よ う に 濾 材 を 丸 め て 筒 状 や 菊 花 状 に 形 成 し 、 上 端 及 び 下 端 に
枠 を イ ン サ ー ト 成 型 し 、 筒 の 内 側 か ら 外 側 、 あ る い は 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 空 気 を 流 す よ
う に す る な ど 、 自 由 に 形 状 を 選 択 で き る 。 さ ら に 図 ５ の よ う に 、 濾 材 １ と し て 、 オ イ ル が
含 浸 さ れ た 、 空 気 の 流 れ Ａ に 対 し て 上 流 側 の 第 １ の 濾 材 １ １ と 、 オ イ ル を は じ く 性 質 を 有
し 、 オ イ ル が 含 浸 さ れ て い な い 下 流 側 の 第 ２ の 濾 材 １ ２ と を 重 ね 合 わ せ た 濾 材 を 用 い て も
よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 表 １ は 、 従 来 の ナ フ テ ン リ ッ チ の ビ ス カ ス オ イ ル （ 表 中 現 行 油 と 示 す ） と 、 本 実 施 形 態
の パ ラ フ ィ ン 成 分 が ８ ０ mass％ 以 上 の パ ラ フ ィ ン リ ッ チ の オ イ ル （ 表 中 開 発 油 と 示 す ） と
で 特 性 の 比 較 を 示 す 。 本 実 施 形 態 の オ イ ル で は 、 オ イ ル の 動 粘 度 が ６ ０ mm 2 /sec以 上 、 蒸
発 量 が １ mass％ 以 下 に な っ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ は 、 １ ２ ５ ℃ の オ イ ル に １ ０ ０ ０ 時 間 浸 漬 し た 場 合 の プ ラ ス チ ッ ク の 体 積 変 化 率 を
示 す 。 プ ラ ス チ ッ ク と し て は エ ラ ス ト マ ー を 用 い て い る 。 本 実 施 形 態 の パ ラ フ ィ ン リ ッ チ
の オ イ ル （ 図 中 開 発 油 と 示 す ） を 用 い る と 、 従 来 の ナ フ テ ン リ ッ チ の ビ ス カ ス オ イ ル （ 図
中 現 行 油 と 示 す ） を 用 い た 場 合 に 比 べ 、 体 積 の 膨 脹 を ４ ０ ％ 低 減 さ せ る こ と が で き る こ と
が わ か る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の フ ィ ル タ エ レ メ ン ト を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 オ イ ル の 分 子 量 と 分 布 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ３ 】 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト の 濾 材 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 １ ２ ５ ℃ の オ イ ル に １ ０ ０ ０ 時 間 浸 漬 し た 場 合 の プ ラ ス チ ッ ク の 体 積 変 化 率 を 示
す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ … 濾 材
　 ２ … 枠
　 １ ０ … フ ィ ル タ エ レ メ ン ト
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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